


































































































































































































項目番号（内容） 指　標 ① ② ③ ④ ⑤ 検　定
1．人の名前を
未経験群 3．3 37．5 38．3 17．5 3．3
経験群 10．0 32．5 24．2 29．2 4．2
?
未経験群 20．0 45．0 17．5 15．0 2．5
2．初　対　面　の
経験群 15．8 46．7 23．3 11．7 2．5
未経験群 9．2 35．8 43．3 10．8 0．8
経験群 13．3 46．7 3！．7 7．5 0．8
未経験群 27．5 51．7 16．7 4．2 0．0
経験群 30．0 50．0 15．0 4．2 0．8
未経験群 35．8 50．8 12．5 0．8 0．0
5．任された仕事は
経験群 30．0 58．3 10．0 1．7 0．0
未経験群 39．2 50．8 92 0．8 0．0
6．新しいことを 経験群 33．3 42．5 21．7 2．5 0．0
?
未経験群 10．8 30．0 33．3 23．3 2．5
7．待たされても 経験群 10．8 33．3 25．0 26．7 4．2
未経験群 10．8 52．5 32．5 4．2 0．0
8．人が話して 経験群 16．7 50．8 27．5 5．0 0．0
未経験群 15．0 44．2 34．2 5．8 0．8
9．自分が正しい 経験群 20．8 42．5 25．0 92 2．5
未経験群 13．3 29．2 37．5 17．5 2．5
10．余　　暇　　を
経験群 13．3 25．0 39．2 20．8 1．7
未経験群 40．0 35．8 192 5．0 0．0
経験群 21．7 34．2 30．8 13．3 0．0
＊＊
未経験群 ！0．8 34．2 43．3 92 2．5
12．　ユーモアの 経験群 15．8 35．0 35．8 12．5 0．8
未経験群 41．7 41．7 13．3 3．3 0．0
経験群 40．8 46．7 10．0 2．5 0．0
未経験群 23．3 41．7 26．7 6．7 1．7
14．失敗しても 経験群 20．8 46．7 20．8 10．8 0．8
未経験群 1．7 24．2 46．7 26．7 0．8
15．自分のことを 経験群 2．5 26．7 36．7 26．7 7．5
未経験群 14．2 25．0 28．3 24．2 8．3
16．少しぐらいの 経験群 17．5 30．0 17．5 28．3 6．7
148
項目番号（内容） 指　標 ① ② ③ ④
?
検　定
未経験群 5．0 22．5 48．3 21．7 2．5
17．言われなくても
経験群 6．7 33．3 30．8 25．8 3．3
未経験群 50．0 36．7 12．5 0．8 0．0
18．秘　　密　　を
経験群 47．5 392 11．7 L7 0．0
未経験群 38．3 38．3 15．8 6．7 0．8
19．冗　　談　　を
経験群 37．5 45．8 10．8 4．2 1．7
未経験群 16．7 34．2 32．5 13．3 3．3
20．他人の中に 経験群 20．0 36．7 25．8 15．8 L7
未経験群 12．5 42．5 33．3 10．8 0．8
21．　わからないこと
経験群 10．8 50．8 29．2 8．3 0．8
未経験群 13．3 34．2 39．2 12．5 0．8
22．期待されている
経験群 15．8 36．7 32．5 13．3 L7
未経験群 10．8 57．5 25．0 5．8 0．8
23．その場の状況を
経験群 15．0 56．7 24．2 3．3 0．8
未経験群 41．7 41．7 16．7 0．0 0．0
24．約束したことは
経験群 39．2 46．7 12．5 1．7 0．0
未経験群 10．0 29．2 49．2 10．0 1．7
25．骨のおれる 経験群 9．2 30．0 45．8 12．5 2．5
未経験群 38．3 36．7 23．3 1．7 0．0
26．自分のあやまち
経験群 26．7 42．5 21．7 9．2 0．0
?
未経験群 5．8 40．0 40．0 13．3 0．8
27．人に頼らないで

















































































































































































因子寄与 3．914946 2．625556 2．289479
　　秘書におけるパーソナリティ適性と教育の効果との関係について　　153
表5　秘書教育経験群における因子パターン




















































5．任された仕事は 0．513358 0．449930 0．471566
































2． 初　対　面　の ? ? ?
3． 自　制　心　が ＊　　　＊
4． 明　朗　快　活 ? ? ?
5． 任された仕事は ? ? ＊　　　　　　　　＊
6． 新しいことを ＊　　　＊　　　＊
7． 待たされても
8． 人が話して ? ? ? ?
9． 自分が正しい ? ?
10． 余　　暇　　を ? ? ?
11． 始業時問や ? ?
12． ユーモアの ? ? ?
13． 最　後　ま　で ＊　　　＊ ? ＊　　　＊　　　＊
14． 失敗しても ? ?
15． 自分のことを ? ?
16． 少しぐらいの ? ? ?
17． 一言われなくても
18． 秘　　密　　を ＊　　　＊ ?
19． 冗　　談　　を ? ? ?
20． 他人の中に ? ? ?
21． わからないこと ? ? ?
22． 期待されている ＊　　　＊　　　＊
23． その場の状況を ?
24． 約束したことは ? ?
25． 骨のおれる ＊　　　＊　　　＊














グループ 第1因子 第II因子 第II咽子
秘書教育未経験群 外向性i3．91） 責任感i2．63） 自己統制i229）
秘書教育経験群 外向性i4．07） 責任感i2．50） 実行性i2．10）
全体（未経験群と
@　　　経験群） 外向性i4．08） 責任感i2．37） 自己統制i1．92）
（）内の数字は因子寄与
ソナリティ適1生を低い水準ではあるが相対的に持ち合わせて入学している。②2年間の秘書専門
教育の経験によって，パーソナリティ適性がさらに向上することを期待したが，一部に後退した
項目が存在することもあり，全体として教育の効果が認められたとはいえない。おそらく適性と
いう概念以上に，自己評価による自身のパーソナリティ特性の表現ではないかと思われる。③秘
書専攻学生が認知するパーソナリティ構造は3因子で説明できるが，それは秘書として大切な
『外向性』や『責任感』といった尺度を内容とするものであるなどが明らかにされた。今後は，
秘書専攻学生の実態や秘書適性の問題さらに秘書教育をどのようにしていったらよいかなどを
多角的に研究していきたいと考えている。
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